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研究成果の概要： 

本研究は日本語能力を測定する試験において、はじめて本格的に中国語母語話者グループと

韓国語母語話者グループを取り上げて、テストで測ろうとしている能力において、同等の水準

にあるにもかかわらず、属する集団等の要因によって項目に対する正答確率に差が見られるか

を調べる DIF 分析を行った。本研究から、日本語能力を測定する試験において、漢字が関わる

項目が大きな DIF を生じさせていることが明らかになった。一方、韓国語母語話者グループは、

もともとは漢字を使用していた言語グループだが、現在では、その歴史的性格はデータからは

うかがえない。また、本研究では、文化的背景の違いによる DIF が検出された。 
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１．研究開始当初の背景 

テストで測ろうとしている能力とは無関

係な原因のために生じる項目正答率の集団

差は項目バイアスとよばれる。項目バイアス

の存在は 20世紀前半から認識されていたが､

米国において､黒人その他の少数民族（いわ

ゆるマイノリティ）や女性の権利意識が高ま

った 1960 年代以降に社会的な関心を集める

ようになり､大規模テストでは､項目バイア

スを除くことが至上命令となった。項目バイ

アスを特定するには、 

(1)測定を意図した能力において同等であ
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るにもかかわらず観察される集団差を見出

すこと､ 

(2)見出された集団差がテストの目的から

みて不公正であるという判断 

の両方が必要である。項目バイアス検出が､

大規模テストの開発過程に組み込まれたこ

とで､項目反応理論にもとづく方法や

Mantel-Haenszel（MH）統計量を用いる方

法､ロジスティック回帰を用いる方法など､

(1)を目的とする統計的手法が数多く提案さ

れた。だが､統計的に見出された集団差がつ

ねに項目バイアスと判断されるわけではな

い。このことから､1980 年代に､とくに「統

計的な」集団差を示すための用語がいくつか

提案され､それらの中から､Differential Item 

Functioning（DIF，特異項目機能と訳され

ることが多い）という名称が定着することに

なる。すなわち､テストで測定される能力（特

性）において同等であるにもかかわらず､特

定の項目への正答率（選択率）に統計的な集

団差（たとえば男性と女性の差）が観察され

るとき､その項目は DIF を持つと言われる。 

DIF 分析は 1960､70年代以降､SATなどの

大規模テストの開発において、性別や民族に

関するバイアスを持つ項目をスクリーニン

グするために広く用いられただけでなく､さ

まざまな文脈における応用が可能であるこ

とが指摘されている(Angoff､1993)。第二言

語能力を測るテストにおける DIF に関心を

向けた研究も､そのような応用研究の一例で

ある。 

 
 
２．研究の目的 
テストで測ろうとしている能力において、

同等の水準にあるにもかかわらず、属する集

団等の要因によって項目に対する正答確率

に 差 が 見 ら れ る と き 、 そ の 項 目 は

DIF(Differential Item Functioning)を持つ

という。本研究は、日本語学習者の日本語能

力を測定する試験で、どのような項目で DIF

が生ずるか確認することを目的としている。

具体的には、以下の３点を明らかにすること

を目的とする。 

(1)日本語の能力試験における DIF 項目の確

認 

(2)DIF の原因の特定 

(3)DIF 項目を考慮した試験の作成、および日

本語学習、日本語教材への情報提示 
 
 
３．研究の方法 

本研究では、2 回の予備調査を行った。予

備調査１では、テスト項目の検討といかなる

集団間で DIF 分析するのが妥当かを検討し

た。予備調査 2 では、主に調査実施の際に留

意する点の洗い出しを行った。これらの結果

をふまえて、2007 年から本調査を開始した。

調査は、以下の二つの部分から構成される。 

(1)受験前の簡単な属性にかかわる「調査票」

への回答。 

(2)日本語能力試験２級から３級レベルから 

構成される「日本語テスト」（独自に構成 

した試験「文法」「文字」「聴解」）の受験。 

実施時間：(1)と(2)あわせて 90 分 

使用機材：CDプレーヤー、またはカセットテ

ープ・プレーヤー（各機関からの借用）ま

たは LL 教室） 

 
 
４．研究成果 

本調査では、中国語、韓国語、タイ語、ベ

トナム語、英語の 6 言語と 17 の属性データ

を集めることにし、3 年にわたって 3339 の

データを集めた。そして、予備調査１の結果

から、母語別のグループ間で DIF 分析を行 

うことに決め、日本語学習者の多い中国語母

語話者と韓国語母語話者をまず取り上げる

ことにした。 



 

 

本研究は日本語能力を測定する試験にお

いて、はじめて本格的に中国語母語話者グル

ープ（以下、中国語 G）と韓国語母語話者グ

ループ（以下、韓国語 G）を取り上げて DIF

分析を行ったものである。日本語にとって漢

字は不可欠で、母語による漢字の知識によっ

て大きな DIF が生じることをバイアスと呼

ぶことはできないが、それがどのような形で

検出されるかは不明であり、調査をする意味

があると考えた。 

本研究から、日本語能力を測定する試験に

おいて、漢字が関わる項目が大きな DIF を生

じさせていることが明らかになった。中国語

G は、たとえその言葉を知らなくても、選択

枝や課題文の漢字を手がかりに正答に至っ

ており、その漢字の既有知識は、日本語の学

習にも非常に有利に働いていると推測され

る。一方、韓国語 G は、もともとは漢字を使

用していた言語グループだが、現在では、そ

の歴史的性格はデータからはうかがえない。

こうした漢字の影響に対して、試験作成者が

試験において意図的に DIF を生じさせない

ようにコントロールすることは難しいだろ

う。 

本研究では、このほかに、文化的背景の違

いによる DIF が検出された。日本語能力の内

容のとらえ方によって、文化的背景への理解

が必要となる場合もあるだろう。大切なこと

は、試験の目的にそって、試験実施者が不公

平な試験を行わないように努めることであ

る。 

今後の課題として、異なる言語 G を対象に

DIF 研究を行うこと、そして、分析的には、

今回用いた Mantel-Haenszel 法以外の DIF

分析の手法の検討があげられる。 
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